
産科スタッフのための

「やさしい日本語」研修

看護職の方、看護学生 30名

日本に住む在留外国人は、320万人を超えて過去最多と言われています。

本研修では、日本語を母国語としない模擬患者とのロールプレイングを通して、
「やさしい日本語」の使い方を学びます。

〒343-8540  埼玉県越谷市三野宮820
研究開発センター 事務局

TEL : 048-973-4362（平日：9：00～16：00）E-mail : research_c@spu.ac.jp

2024年 月 日（土）

9：30～12：00 

会場: 埼玉県立大学 南棟102実習室

奥村 裕子氏 (一般社団法人多文化共生コスモ越谷 理事）
齋藤 恵子（埼玉県立大学看護学科准教授)
協力者：地域に住む日本語を母国語としない方々

無料

応募フォームURL、または右下QRコードよりお申込みください。
https://business.form-mailer.jp/fms/6f4d4ffa217159

2月12日(月)１６時まで、但し先着順

2023年度埼玉県立大学研究開発センタープロジェクト

産科スタッフのためのやさしい日本語研修プログラム開発に向けた研究の一環として実施しています。
研究趣旨は当日にご説明いたします（研究参加の同意がなくても参加可能です）

第2回

mailto:edec@spu.ac.jp

